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予
測
さ
れ
た
選
挙
結
果
と｢
ね
じ
れ｣

の
解
消

　

二
〇
一
三
年
七
月
四
日
、
第
二
三
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
が
公
示
さ
れ
た
。改
選
議
席
数
二
の
北
海
道
の
場
合
、

立
候
補
を
届
け
出
た
の
は
、
四
期
目
を
め
ざ
す
小
川
勝
也

（
民
主
党
）、
幸
福
実
現
党
の
森
山
佳
則
、
三
回
目
の
当
選

を
期
す
伊
達
忠
一
（
自
民
党
〔
公
明
党
推
薦
〕）、
共
産
党

の
森
英
士
、
み
ん
な
の
党
の
安
住
太
伸
、
新
党
大
地
の
浅

野
貴
博
の
六
名
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
北
海
道
新
聞
社
が
七
月
一
四
～
一
六
日
に

か
け
て
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、「
自
民
党
現
職
の
伊

達
忠
一
氏
（
七
四
）
＝
公
明
党
推
薦
＝
が
盤
石
の
戦
い
で
、

民
主
党
現
職
の
小
川
勝
也
氏
（
五
〇
）
も
当
選
圏
入
り
を

う
か
が
っ
て
い
る
」と
の
結
果
が
で
て
い
た（

１
）。

も
っ
と
も
、

選
挙
戦
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
段
階
か
ら
、
現

職
二
名
の
リ
ー
ド
は
明
白
で
あ
っ
た
。
現
に
、
七
月
四
～

五
日
に
、
共
同
通
信
社
が
お
こ
な
っ
た
世
論
調
査
に
お
い

て
も
、「
自
民
党
現
職
の
伊
達
忠
一
氏
＝
公
明
党
推
薦
＝

が
先
行
し
、
民
主
党
現
職
の
小
川
勝
也
氏
が
追
う
展
開
と

な
っ
て
い
る
」
と
、
報
じ
ら
れ
て
い
た（

２
）。

　

二
一
日
の
投
開
票
の
結
果
を
み
て
も
、
当
初
の
予
想
ど

お
り
、
九
〇
万
三
六
九
三
票
を
獲
得
し
た
伊
達
と
五
八
万

三
九
九
五
票
の
小
川
が
当
選
を
は
た
し
た
。そ
の
意
味
で
、

北
海
道
の
選
挙
戦
の
結
果
は
番
狂
わ
せ
の
な
い
順
当
な
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
、
北
海
道
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
今
回
の
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
は
、
終
始
、
自
民

党
の
優
勢
が
報
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、自
民
党
は
、

六
五
名
の
当
選
者
を
だ
し
た
。非
改
選
議
席
と
あ
わ
せ
て
、

一
一
五
名
と
な
っ
た
自
民
党
は
、
連
立
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
公
明
党
と
、
総
計
で
一
三
五
議
席
を
有
す
る
勢
力
と

化
し
た
。
そ
の
結
果
、い
わ
ゆ
る
「
ね
じ
れ
」
は
消
え
去
っ

た
の
だ
。

　

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、安
倍
晋
三
首
相
が
、「
ね
じ
れ
」

状
態
の
解
消
を
め
ざ
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ

が
、
は
た
し
て
、「
ね
じ
れ
」
と
は
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
し

か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
米
国
の
連
邦
議
会
で

は
、
上
院
と
下
院
の
多
数
党
が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

く
わ
え
て
、
大
統
領
の
所
属
政
党
と
連
邦
議
会
の
多
数
党

と
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
議
論
を

積
み
か
さ
ね
、
双
方
の
妥
協
点
を
み
い
だ
す
努
力
が
な
さ

れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
政
治
の
あ
る
べ
き
姿
の
は
ず
だ
。

日
本
の
場
合
、二
院
制
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

も
と
か
ら
、
衆
議
院
と
参
議
院
で
の
多
数
党
が
異
な
る
事

態
も
予
想
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
、「
ね
じ
れ
」
そ
の
も
の
が
悪
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

「
ね
じ
れ
」
状
態
の
も
と
で
、〝
熟
議
〟
の
あ
る
べ
き
姿
を

提
示
で
き
な
か
っ
た
国
会
に
こ
そ
責
任
が
あ
っ
た
と
い
う

事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ネ
ッ
ト
選
挙
解
禁
と
投
票
率

　

ま
た
、
今
回
の
選
挙
戦
か
ら
、
ネ
ッ
ト
選
挙
が
解
禁
さ

れ
た
の
も
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
選
挙
の
関
連
に
着
目
し
た
新
聞
記
事
も
散

見
さ
れ
た（

３
）。

そ
の
う
ち
、『
毎
日
新
聞
』
は
、
選
挙
戦
公

示
日
に
、「『
ネ
ッ
ト
選
挙
』
の
効
果
も
政
党
や
候
補
が
適

切
な
選
択
の
指
標
を
示
せ
る
か
ど
う
か
に
か
か
る
」と
し
、

「
若
い
世
代
に
も
身
近
な
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
有
権
者
と
双

方
向
的
な
議
論
を
深
め
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
よ
う
」
と
す

る
、
社
説
を
か
か
げ
て
い
た（

４
）。

　

こ
う
し
た
な
か
、
選
挙
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
名
を
は
せ

て
い
る
、
三
浦
博
史
は
、
三
つ
の
理
由
か
ら
、
ネ
ッ
ト
選

挙
に
よ
っ
て
、「
投
票
率
が
上
が
る
」
と
し
て
い
た
。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
、
三
浦
は
、
①
「
俗
に
い
う
無
党
派
層

の
人
た
ち
が
ネ
ッ
ト
選
挙
に
よ
っ
て
投
票
を
促
さ
れ
る
か

ら
」、
②
「
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
期
日
前
投
票
の
啓
発
が
容

易
に
な
る
か
ら
」、
③
「
ネ
ッ
ト
選
挙
に
よ
っ
て
投
票
そ

の
も
の
の
面
白
さ
が
増
す
か
ら
」
の
三
点
を
あ
げ
た（

５
）。
現

に
、『
読
売
新
聞
』も
、投
票
日
当
日
の
社
説
の
な
か
で
、「
今

回
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
解
禁
さ

れ
た
。
政
党
・
候
補
者
の
情
報
発
信
手
段
が
増
え
、
若
者

な
ど
の
関
心
を
高
め
る
う
え
で
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
論
じ
て
い
た（

６
）。

　

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
投
票
率
は
、
前
回
選
挙
時
（
二
〇

一
〇
年
）
の
57
・
92
％
を
５
・
31
ポ
イ
ン
ト
も
下
回
り
、

52
・
61
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
数
字
は
、

過
去
三
番
目
の
ひ
く
さ
で
あ
る
。
投
票
率
の
ひ
く
さ
を
報

●
２
０
１
３
参
院
選

ネ
ッ
ト
選
挙
の
解
禁
と
低
投
票
率
の
意
味

　

浅　

野　

一　

弘
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じ
た
『
北
海
道
新
聞
』
の
紙
面
に
は
、「
今
回
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
が
解
禁
さ
れ
、
投
票
率
向
上

に
期
待
が
か
か
っ
た
」
と
の
記
述
も
み
ら
れ
た（

７
）。
だ
が
、

例
え
ば
、
朝
日
新
聞
社
の
出
口
調
査
に
よ
る
と
、「
政
党

や
候
補
者
が
発
信
し
た
ネ
ッ
ト
情
報
を
参
考
に
し
た
人
は

23
％
に
と
ど
ま
っ
た
」
よ
う
で
あ
っ
た 

（「
参
考
に
し
な

か
っ
た
」
29
％
、「
見
て
い
な
い
・
わ
か
ら
な
い
」
39
％
、

「
無
回
答
」
９
％
）

（
８
）。

　

で
は
、
ど
う
し
て
、
ネ
ッ
ト
選
挙
が
解
禁
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
投
票
率
は
低
下
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
ネ
ッ
ト
選
挙
の
実
態
に
詳
し
い
専
門
家
も
、「
規

制
緩
和
と
な
る
公
示
期
間
は
短
い
」「
未
成
年
は
禁
止
」

と
い
っ
た
理
由
で
、「
投
票
率
と
か
は
あ
ま
り
変
化
が
な

い
」
と
語
っ
て
い
る（

９
）。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
ネ
ッ
ト
選
挙
の
全
面
解
禁
に

む
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
く
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

そ
し
て
ま
た
、
選
挙
運
動
期
間
中
だ
け
で
な
く
、
ふ
だ
ん

の
政
治
活
動
に
お
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
す
る

双
方
向
性
を
フ
ル
活
用
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。候
補
者
は
、

有
権
者
と
の
あ
い
だ
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
く
り
返
し
、

み
ず
か
ら
の
公
約
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の
だ
。
そ
の
点

に
関
連
し
て
、
参
議
院
選
挙
後
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

双
方
向
性
を
強
く
意
識
し
て
、
有
権
者
と
や
り
と
り
を
し

て
い
る
当
選
議
員
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
と
の
疑
念
が
頭

を
も
た
げ
て
く
る
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
、
投
票
率
を
た
か
め
る
か

　

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
投
票
率
の
ひ
く
さ
を

ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
あ
る
識
者
は
、「
低

い
投
票
率
か
な
ら
ず
し
も
政
治
シ
ス
テ
ム
の
危
機
で
は
な

い
」
と
し
て
い
る
が

（
（1
（

、
選
挙
と
は
、「
国
民
の
政
治
的
自

由
を
実
現
す
る
重
要
な
手
段
」
で
あ
り
、「
代
表
者
の
選

出
を
通
じ
て
国
民
の
合
意
を
確
定
す
る
手
続
と
し
て
制
度

化
さ
れ
、〈
合
意
に
よ
る
支
配
〉
の
原
理
に
立
つ
代
表
民

主
主
義
を
支
え
る
役
割
を
果
し
て
い
る
」
も
の
だ

（
（1
（

。
そ
れ

ゆ
え
、投
票
率
が
ひ
く
い
と
い
う
事
実
は
、デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
観
点
か
ら
、
問
題
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

で
は
、
投
票
率
ア
ッ
プ
の
方
策
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
若
年
層

の
投
票
率
上
昇
に
関
し
て
、「
ネ
ッ
ト
選
挙
を
通
じ
た
関

心
の
向
上
な
ど
と
い
う
生
易
し
い
方
法
で
は
と
て
も
太
刀

打
ち
で
き
な
い
」
と
し
て
、「
若
年
世
代
の
投
票
権
に
重

み
を
つ
け
る
と
い
っ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
提
案
で
な
け
れ
ば

顕
著
な
改
善
は
期
待
で
き
な
い
」と
断
じ
る
見
解
も
あ
る

（
（1
（

。

　

こ
の
ほ
か
に
は
、「
白
紙
投
票
」
と
い
う
方
法
も
考
え

ら
れ
よ
う
。
み
ず
か
ら
が
票
を
投
じ
た
い
候
補
者
が
い
な

い
場
合
、「
白
票
」
を
投
じ
る
の
だ
。
と
い
う
の
は
、本
来
、

政
党
は
、
候
補
者
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
機
能
を
有
し
て
い

る
。
万
一
、
有
権
者
が
票
を
投
じ
た
い
候
補
者
が
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
政
党
の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
機
能
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
白

票
を
投
じ
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
有
権
者
は
、
政
党

の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
機
能
向
上
を
求
め
る
意
思
表
示
を

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

（
（1
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
投
票
率
を
上
昇
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
現
行
の
選
挙
制
度
を
大
幅
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る

に
ち
が
い
な
い
。
た
だ
、選
挙
を
め
ぐ
る〝
ゲ
ー
ム
の
ル
ー

ル
〟
を
き
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
国
会
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
今
回
の
参
議
院
選
挙
で
当
選
し
た
議
員
を
ふ

く
め
、
国
会
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
っ
て
い
く
の
か
を
注
視
し
た
い
。

＜

あ
さ
の　

か
ず
ひ
ろ
・
札
幌
大
学
法
学
部
教
授＞

【
注
】

（
１
）
『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一
三
年
七
月
一
七
日
、
一
面
。

（
２
）
同
右
、
二
〇
一
三
年
七
月
六
日
、
一
面
。

（
３
）
例
え
ば
、
一
七
日
間
の
選
挙
戦
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、

「
ネ
ッ
ト
選
挙
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
記
事
が
、
朝
日

で
一
七
四
件
、
毎
日
で
一
五
四
件
、
読
売
で
一
七
八
件

あ
っ
た
。

（
４
）
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
七
月
四
日
、
五
面
。

（
５
）
三
浦
博
史
『【
完
全
解
説
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙

－

改
正
法
の
解
説
か
ら
実
践
的
な
活
用
方
法
ま
で

－

』（
国
政

情
報
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）、
三
八

－

四
一
頁
。

（
６
）
『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
一
日
、
三
面
。

（
７
）
『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
二
日
（
夕
）、
三

面
。

（
８
）
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
二
日
、
六
面
。

（
９
）
関
係
者
か
ら
の
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
回
答
（
二
〇
一
三

年
六
月
一
八
日
）
。

（
10
）
大
石
紘
一
郎
「
投
票
率
」
大
学
教
育
社
編
『
現
代
政
治

学
事
典
』（
ブ
レ
ー
ン
出
版
、
一
九
九
一
年
）、
七
二
五

－

七
二
六
頁
。

（
11
）
辻
清
明
編
『
岩
波
小
辞
典　

政
治
』
第
三
版
（
岩
波
書

店
、
一
九
七
五
年
）、
一
四
四
頁
。

（
12
）
西
田
亮
介
『
ネ
ッ
ト
選
挙　

解
禁
が
も
た
ら
す
日
本
社

　
　

会
の
変
容
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
三
年
）、
六
〇

頁
。

（
13
）
「
白
紙
投
票
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
浅
野
一
弘
『
日

本
政
治
を
め
ぐ
る
争
点

－

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
危
機
管

理
・
地
方
議
会

－

』（
同
文
舘
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
一

　
　

一
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。


